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明
治
の
意
義
を
見
直
す
！

１
５
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

【
産
経
新
聞
朝
刊
　
平
成
29
年
10
月
30

日
】

「
明
治
１
５
０
年
記
念
」　

維
新
の
意
義

議
論

　

今
年
が
大
政
奉
還
か
ら
１
５
０
年

目
に
当
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
明
治

１
５
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
同

会
実
行
委
員
会
主
催
、
産
経
新
聞
社
後

援
）
が
29
日
、
東
京
・
永
田
町
の
星
陵

会
館
で
開
か
れ
、
有
識
者
の
パ
ネ
リ
ス

ト
４
人
が
約
２
５
０
人
を
前
に
、
明
治

維
新
の
意
義
を
熱
心
に
議
論
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
拓
殖
大
学
事
顧
問
、

渡
辺
利
夫
氏
は
「
１
５
０
年
前
に
何
が

起
き
た
か
。
封
建
社
会
と
い
う
権
力
分

散
型
の
社
会
だ
っ
た
日
本
が
、
西
欧
列

強
に
対
抗
す
る
た
め
一
元
化
し
た
時
代

だ
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

文
芸
評
論
家
の
新
保
祐
司
氏
は
「
日

本
民
族
に
与
え
ら
れ
た
試
練
の
時
代
。

そ
の
意
味
を
考
え
る
上
に
も
、
11
月
３

日
を
「
明
治
の
日
」
に
」
と
訴
え
た
。

　

国
学
院
大
教
授
の
阪
本
是
丸
氏
、
元

内
閣
府
事
務
次
官
の
松
元
崇
氏
も
議
論

に
参
加
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

亜
細
亜
大
非
常
勤
講
師
の
金
子
宗
徳
氏

も
加
わ
っ
た
。
シ
ン
ポ
の
詳
細
は
12
月

１
日
発
売
の
月
刊
正
論
１
月
号
に
掲
載

さ
れ
る
予
定
。

「
明
治
百
五
十
年
」を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
ア
ピ
ー
ル

　

本
年
は
大
政
奉
還
か
ら
百
五
十

年
、
明
年
は
王
政
復
古
の
大
号
令
か
ら

百
五
十
年
に
あ
た
る
。

　

両
者
は
、
神
武
建
国
の
原
点
に
立
ち

返
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
単
な
る

政
治
体
制
の
変
革
で
は
な
い
。
ま
た
、

「
明
治
」
と
い
う
新
し
い
元
号
の
下
、

先
人
達
は
旧
来
の
陋
習
を
破
る
べ
く
知

識
を
世
界
に
求
め
た
。
全
て
は
、
国
家

と
し
て
の
独
立
を
保
ち
、
民
族
の
精
神

を
高
め
ん
が
た
め
で
あ
る
。

　

我
が
国
を
取
巻
く
国
際
情
勢
が
混
迷

を
深
め
、
緊
迫
の
度
合
い
を
強
め
る
今

日
、
明
治
維
新
の
歴
史
的
意
義
を
振
り

返
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
。
そ
の
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
単
な
る
歴
史
の
通
過

点
と
し
て
「
明
治
百
五
十
年
」
を
祝
う

だ
け
で
な
く
、「
明
治
の
精
神
」
を
回

顧
す
る
機
会
と
し
て
明
治
天
皇
の
御

生
誕
日
で
あ
る
十
一
月
三
日
を
現
行
の

「
文
化
の
日
」
か
ら
「
明
治
の
日
」
と

す
る
な
ど
将
来
に
繋
が
る
施
策
も
必
要

だ
。
関
係
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
積
極

的
な
取
組
み
を
御
願
い
し
た
い
。

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
九
日

「
明
治
百
五
十
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
参
加
者
一
同

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

明
治
１
５
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
ご
開
催
を
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
日
は
公
務
の
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
へ
の
出
席
が
で
き
ず
大
変
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

　

明
治
は
、
長
い
日
本
の
歴
史
の
中
で

も
、
欧
米
列
強
か
ら
の
圧
力
に
屈
す
る

こ
と
な
く
、
先
人
の
努
力
に
よ
り
、
見

事
に
近
代
国
家
と
し
て
の
礎
を
確
立
し

た
時
代
で
し
た
。

　

我
々
は
、
明
治
の
時
代
を
後
世
に
伝

え
残
す
た
め
、
ま
た
国
民
が
そ
の
思
い

を
寄
せ
る
機
会
に
す
る
た
め
、
11
月
３

日
を
明
治
の
日
と
し
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
国
会
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

皆
様
の
思
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

引
き
続
き
同
志
の
議
員
と
共
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
ご
活
躍

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

衆
議
院
議
員　

古
屋
圭
司

　

明
治
１
５
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
の

ご
盛
会
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
近
代
化
の
夜
明
け
は
、
大

政
奉
還
か
ら
王
政
復
古
を
経
た
あ
の

１
５
０
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。
坂
の

上
の
雲
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
列
国
の
圧
力

に
屈
せ
ず
国
民
一
丸
と
な
っ
て
国
力
の

増
強
に
邁
進
し
た
先
人
の
労
苦
を
思
う

と
き
、
今
さ
ら
な
が
ら
感
謝
に
耐
え
ま

せ
ん
。

　

本
日
は
素
晴
ら
し
い
パ
ネ
リ
ス
ト
の

先
生
方
を
お
迎
え
し
て
、
意
義
深
い
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、

明
治
の
日
創
設
を
願
う
ご
参
会
の
皆
様

に
と
っ
て
、
大
変
心
強
い
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

私
も
明
治
の
日
創
設
の
法
律
化
に
向

け
、
同
志
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。

　

ご
参
集
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

衆
議
院
議
員　

稲
田
朋
美

明治 150 年記念シンポジウムの様子

「明治１５０年」
関連施策推進
ロゴマーク


